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垂奄р窒高撃 diameter（μm） 20－70 10－50 15－70 20－100 10－100
≧o Stomata
　　　　　　　　　uppersequency　　　　　　　　　lower
±什 十二 ±冊 ±什 ±什
タ
T－fbrm fセequency　　uppe「 井，S 十，S 十，S 十，S 十，S8εヨ
hah！ ＆shape＊　10wer 十，S 帯，W 十卜，W 帯，W 十卜，W
OQ
Glandular
　　　　　　　　　upper食equellcy　　　　　　　　　lower 十十 十十 十十 十十 十十
hah shape oblong oblong oblong oblong oblong
diameter（μm） 60－70 40－50 40－50 40－50 40－50
Stomata slightly窒≠奄唐 raised raised raised raised
T－fbrm
≠奄 no．　of　stalk㏄11s 　3i2－4） 　3i3－4） 　3i2－3） 　3i2－4） 　3i2－5）
一
thickneSS（μm） 500－1300 500－600 250－600 400－1500 500－1800』8
upper　surfacも＊＊ B B B B B』 thickness　of　outer　cell
翌≠撃戟@of　epidermis（μm） 5－10 3－5 2－5 3－8 2－5
偶．9一Midrib no．　of　upperモ盾撃撃獅モ凾高＝@layers 1－3 1－3 1－3 1－3 2－3
8ω8 no．　of　upper
垂≠撃奄唐≠р@layers 0 0 0 0 0
b no．　of　　　above　the　vb． 1－2 2 1－2 0－2 0－2葛§
oil　canals　below　the　vb． 0 0 0 0 0
」←
110．of　　　　　　　　upper 5－10 6 2－4 2－6 3－7
Bundle ce111ayers　　　　　the　bs． （一一me） （冊） （一一十D （p　“一） （＋一十D
sheath （scler面cation　Iower 7－10 6 3－7 3－5 4－8
of　the㏄皿wall）the　bs． （十一晋） （井） （一一惜） （一画） （十一）
thickness　of
outer　cell　wall　of 5－8 3－5 2－8 2－5 2－5
Lalnina upPer　epidermis（μm）
no．　of　　　　　　　　uppe「 1－2 1－2 1 1－2 1－2
palisade　layers　】ower 0 0 0 0 0
Margin shape straight straight r㏄urved recurved recurved
一』n個一〇〇の0の』O＞吻口邸ハF
Cortex aerenchyma
frequency　of　oil　canal 十 十 十 十
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10－180 10－100 10－100 10－70
　十
15－80
　十
15－100
　十
3“80 15－110
＊＊＊　a，　concave；　b，　slightly　concave－concave；　c，　plane－slightly　concave
vb，，　vaseular　bundle；　bs．，　bundle　sheath
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　内部形態＝ヨモギとよく類似しているが，主脈部の厚さはヨモギよりも薄い．
　（6）Artemi8ia　8tolonifera　KOMAR．（ヒ品目ヤマヨモギ）〔Fig．　5．　C，　Fig．6．　B〕
　形状：葉は卵形～晶晶長だ円形で長さ6～14cm，羽状に浅裂～中裂し，裂片に鋸歯がある．
　内部形態：ヨモギに類似し，内部形態的には区別しえない．
　（7）Artemisia　montana　PAMP．（オナヨモギ）〔Fig．5．　D，　Fig．6．　C〕
　形状＝葉形はヨモギに類似しているが，ヨモギよりやや大きい傾向がある．
　内部形態：ヨモギに類似し，内部形態的には区別しえない．
　（8）Artemisiaαnnua】L．（クソニンジン）〔Fig．5．　F，　Fig．6，　E〕
　形状：葉は2～4cmの卵形で3回羽状上裂し，二二片は鋭頭で幅はO・2～0．4mmあり，両面は無毛である．
　内部形態＝葉の両面に長径30～60μmのだ円形の腺毛と気孔および頭部の細胞が直線性のT字毛があるが，T字
毛の頭部の細胞は大部分脱離している．柵状組織は葉の上面および下面表皮に内接して1～3層あり，主脈部の上面
にまで連続して存在するが，主脈部の下面ではそれを欠き，厚角組織となっている．茎の内皮は明瞭で，皮層には油
道があり，木部はあまり凹入しない．
　（9）Artemisia　apiacea　HANCE（カワラニンジン）〔Fig．5．　G，　Fig．6．　F〕
形状：葉はだ円形帳さ2～5cm，2回羽状深裂し，終裂片は三二2㎜で欠刻状の徽があり，両面瞭毛で
ある．
　内部形態：葉の両面には直径20～25μmの球状の腺毛と頭部の細胞が直線性のT字毛があるが，大部分は頭部の
細胞が脱離している・上面および下面表皮に内接して1～2層の柵状組織があり，ときに主脈部の上面にまで連続す
る．下面にはそれを欠き，厚角組織となる．
　茎の内皮は明瞭で，皮層には通気組織と下道が多く認められる．維管束しょうは半円状で，木部はあまり凹入しな
い．髄中にも油道が多く認められる．
　（10）Artemi8ia　f麗kudo　M：AKINO（フクド）〔Fig．5．　H，　Fj9，6．　G〕
　形状：葉には5～10㎝の柄があり，葉身は扇形で2～3回掌状に深裂し，裂片は線形で幅2～4mm，無毛で円
頭，全縁である．
　内部構造：葉の両面表皮に内接して1～3層の柵状組織があるが，主脈部の上面ではそれを欠き，1～2層の厚角
組織となる．葉の両面に，長径40～50μmの腺毛と頭部の細胞が直線性のT字毛および気孔があるが，T字毛は摩
とんど脱離している．
　茎は内皮が明瞭で，皮層にはときに通気組織と下道が認められる．維管束しょうはあまり発達しない．髄は径10～
70μmのやや小型の柔細胞からなり，二道は認められない．
　（11）Artemi8ia　kei8keana　MIQ．（イヌヨモギ）〔Fig．　5．1，　Fig．6．　H〕
　形状：葉は長さ3～6cmのだ円形で浅い欠刻があり，基部はくさび形でほとんど柄がない．裏面はやや淡白で絹
毛がある．
　内部形態：葉の両面に頭部の細胞が直線性のT字毛，長径40～50μmのだ円形の腺毛と気孔があるが，腺毛と気
孔は上面にはまれである．T二毛は他の種よりも大きく，柄は3細胞からなり，柄の長さは50～150μmである．上
面表皮に内接して1～2層の柵状組織がある．主脈部の維管束しょうの細胞壁はほとんど厚膜化しない．
　茎の内皮は明瞭で，皮層と髄には弘道が認められる．維管束しょうは扁平になる傾向があり，髄は空洞化しやす
い．
　（12）Artemisia　J’aponica　THuNB．　sub8p。　littoricola　KITAM．（ハマオトコヨモギ）〔Fig．5」，　Fig．6．1〕
　形状：葉は羽状に深裂し，質厚く両面に白色の毛がある．
　内部形態：葉の両面に長径30～40　pmiのだ円形の腺毛，頭部の細胞が直線性のT字毛（柄は1細胞）および気孔
がある．両面表皮に内接して柵状組織が1～2層あるが，主脈部の下面表皮側はそれを欠き，しばしば厚角組織とな
る．
　茎の内部構造はオトコヨモギに類似している．
　（13）Artemisia　capiUari8　THUNB。（カワラヨモギ）〔Fig．5．　K，　Fig．　6．　J〕
　形状；葉は2回羽状全温し，裂片は糸状で毛は脱落したものが多い．
　内部形態：葉の両面にハマオトコヨモギと同様なT字毛と腺毛および気孔がある．両面表皮に内接して2～3層の
柵状組織があるが，主脈部下面側では一部それを欠く．
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茎はオトコヨモギによく類似しているが，髄中に油道はない．
考察および結論
　1）比較組織学的に検討したArtemisia属植物11種2亜種の葉および茎の内部形態的特徴をTABLE　Iに示す・その
結果，韓国産菌薩蕎はその大部分がA．iwayomogi　KITAM．で，大田市場品に混入していたものはA　・iaponica
THUNB．であると確証しえた．
　2）石戸谷6）は京城（現在のソウル）で得た菌陳蕎の一商品がA．gntelini　STECHMAN（ウラジロヒメイワヨモギ）
であったと記しているが，今回入手した市場品3種のなかにはウラジロヒメィワヨモギに　一一致するものは認められな
かった．
　3）韓国に分布するArtemisia属植物を北村8）は24種，2亜種，2変種に分類している．そのうち今回観察した植
物は11種2亜種であるが，入手しえなかった植物の葉形はすべて現在市場暗中に見られるものとはかなり異なってお
り，今後これらの植物が菌藤下として誤って市場に出まわる可能性はほとんどなく，また，たとえあっても区別は容
易である．
　謝　辞：本研究を行うにあたり，門葉標本を同定してくだされた北村四郎京都大学名誉教授，また，比較植物の入
手にご’協力くだされた京都大学理学部村田源講師に深謝する．
　The　list　of　abbreviations：　bf，　phloem　fiber；　Lbs，　bund　le　sheath；　c，　cambium；　ca，　clustered　crystal；　co，
colenchyma；　cr，　crystal；　cs，　single　crysta1；　cu，　cuticle；　cx，　cortex；　en，　endodermis；　ep，　epidemis；　epl，
lower　epidermis；　epu，　upper　epidermis；　f，　fiber；　fb，　fiber　bundle；　h，　hair；　hg，　glandular　hair；　kl，　cork
layer；　m，　pith；　mxy，　xylem　rnedullary　ray；　oca，　oil　ca　nal；　p，　parenchyma　cell；　pa，　palisade　parenchyma
cell；　ph，　phloem；　s，　sieve　tube；　sto，　stoma；　v，　vessel；　vp，　pitted　vessel；　wf，　wood　fiber；　xy，　xylem・
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